
当院の基本理念と基本方針

　
　　最新最高の医療を、安全に提供する公的医療機関として能登全域の住民の健康を守ります。
　

　　1　患者の皆さまの立場を第一に考えた医療を目指します。
　　2　たゆまぬ研鑽をとおして医療水準の向上を目指します。
　　3　最良でより高度な急性期医療を目指します。
　　4　医療機関との連携を密にして地域医療の推進を目指します。
　　5　公的病院を堅持しつつ健全な病院経営を目指します。
　　6　チーム医療に徹し、全職員が誇りを持って働ける病院を目指します。

基本方針

基本理念

公立能登総合病院　情報誌

撮影：入江賢行（臨床工学技士）

トリアージ訓練の様子トリアージ訓練の様子
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　平成 24年９月 23日（日）に、病院フェスタ 2012  in 能登病院を開催しました。
　今年で４回目となった病院フェスタでは、Ｒ２ダンススタジオによるキッズダンスを皮切りとして、福
井大学医学部精神医学准教授、東間正人先生による「うつ病」についての住民公開講座や、24時間テレ
ビ等で話題になった立木早絵さんによる特別講演及びピアノ弾き語りなどのイベントを行いました。
　さらに、健康チェック、ＡＥＤ講習やドクターヘリの紹介など、ご来場の皆さまが楽しめるたくさんの
コーナーを設けました。
　当日は、あいにくの雨にもかかわらずたくさんの来場者に来ていただき、大盛況のうちに終わることが
できました。

Ｒ２ダンススタジオによるキッズダンス 立木早絵さんによるピアノ弾語り 東間正人先生による住民公開講座

トリアージ訓練
　大きな災害や事故が起こった際、病院には一度にたくさんの負
傷者が運ばれてきます。公立能登総合病院では、そのような場合
を想定し、できるだけ多くの負傷者に迅速な治療ができるよう、
毎年トリアージ訓練を行っています。
　今年のトリアージ訓練は、10月 13 日（土）に、能越自動車
道で観光バスを含む多重交通事故が発生し、25名以上の負傷者
が当院へ搬送されてくるという想定をもとに行いました。

より効果のある訓練にするために
　トリアージ訓練には、田鶴浜高校及び国際医療福祉専門学校の
学生に協力をいただいています。職員の気を引き締め、より効果
のある訓練にするため、患者役となった学生の顔や体には本格的
なメイクを施しています。
※　トリアージとは、災害医療において最善の救命効果を得るために、
重症度や救急性等によって多数の負傷者を分別し、治療の優先度を
決めることです。
　　負傷者の状態によって緑、黄、赤、黒と４色のタグを付け分ける
ことで、より早く治療の必要がある負傷者から治療ができるように
し、多くの負傷者の命を救うことを目的としています。
　　最近では、関越自動車道での高速バスの事故の際に、トリアージ
が実施されました。

トリアージ訓練の様子
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♥ 乳がん体験者の会｢with（ウィズ）｣のご案内♥

リハビリテーション部　理学療法士長心得　織平　秀一
今回はストレッチ体操です。椅子を使ってみました。

１　背中を伸ばす　　広背筋
　　椅子の背に両手をついて、お辞儀するようにして

背中を伸ばしていく。腰や肩が痛くなるようなら無
理はしない。 
２　鼠

そ
径
けい
部
ぶ
を伸ばす　　腸腰筋

　　椅子の背に手をついて、片脚を前に出し、反対側
の脚を伸ばす。前に出した脚の方へ体重をかけなが
ら、後ろに伸ばした脚の鼠径部（股関節の付け根あ
たり）を伸ばしていく。
３　太ももの裏を伸ばす　　ハムストリングス
　　椅子に腰掛けて、脚を伸ばします。ゆっくりと両

手を膝から足先に向けて体を倒していきます。
４　体を捻る　　腹斜筋など
　　椅子に腰掛けて、後ろを振り返るようにしなが

ら、椅子の背を触るようにする。左右方向を行う。

※伸ばす時のポイント　
・はずみをつけないでゆっくり伸ばす　　　　　・痛みの無い範囲で 30秒ほど姿勢を保つ
・呼吸は止めない　　　　　　　　　　　　　　・伸ばす筋肉を意識しながら行う

１　背中を伸ばす ２　鼠径部を伸ばす

３　太ももの裏を伸ばす ４　体を捻る

　このたび公立能登総合病院に、乳がん体験者の会「with(ウィズ)」ができました。　　　
　この会は、同じ病気を体験した人たちと話をすることで、気持ちを分かち合い、少しでも乳がん体験者の
心が軽くなることを目指しています。ともに支え合い、寄り添いながら、自分らしく生きる方法を仲間と一
緒に見つけていきませんか？乳がんを体験した方ならどなたでも参加可能です。

乳がん体験者の会「with（ウィズ）」について

入会の申込について
　入会の申込み、次回開催日（基本的には第４金曜日の13：30か
ら15：30までを予定しています）などのお問合わせは、当院外来
Ａブロックまたは３階がん相談支援室・明

みょうえん
円までお願いします。ま

た、Ａブロック外科外来にポスターを掲示してありますので、参加
ご希望の方はどうぞお気軽に受付までお申し込みください。都合の
つくときだけ参加することも可能です。参加の際は、飲み物を各自
持参してください。会費は無料です。当院３階がん相談支援室で、
フリートークやミニレクチャーを通じ、楽しいひとときを共に過ご
しましょう。お待ちしています。

問合せ先：公立能登総合病院　Ａブロック受付　　
　　電話：（０７６７）５２－８７０２
　　　　　（０７６７）５２－６６１１（代）　明

みょうえん
円

お 知 ら せ

　当院では、平成24年度から「がん薬
物療法専門医」による診療を行ってい
ます。
担 当 医：山田忠明先生
　　　　　（金沢大学附属病院）
資　　格：がん薬物療法専門医
　　　　　がん治療認定医等
専　　門：臨床腫瘍内科
　　　　　分子標的治療等
診療時間：毎週火曜日
　　　　　（午前９時から12時まで）
外　　来：Ａブロック　外科
　　　　　（臨床腫瘍外来）
※診察は、予約制になっております。
　詳細は、公立能登総合病院Ａブロック

受付までお問い合わせください。
（０７６７）５２－８７０２
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　当院では、血液検査や尿検査のみを行う検診を行っております。
　血液検査は自分の健康状態を簡単にチェックすることができ、病
気の早期発見に役立ちます。
　短時間で検査することができ、待ち時間もあまりなく、忙しく時
間がない方にもお勧めです。

検査の内容と料金
腫瘍マーカーセット（４種のがん）５,１５０円

　ＡＦＰ 肝がん等

　ＣＥＡ 大腸がん、すい臓がん等

　ＣＡ19-9 すい臓がん、胆のうがん、大腸がん等

　ＰＳＡ（男性） 前立腺がん

　ＣＡ125（女性） 卵巣がん

貧血セット……………１,６５０円
糖尿病セット…………３,２００円
肝臓病セット…………２,４００円
肝炎ウイルスセット…２,８５０円
（Ｂ型・Ｃ型）

感染症セット１…………３,０００円
（体内の炎症）
感染症セット２…………２,９００円
（エイズ・梅毒）
腎臓病・痛風セット……２,２００円
脂質代謝異常症セット…２,０００円

検査の受け方

予約
↓

来院
受付
問診

↓
検査
↓
会計
↓

検査結果

診察日に合わせると、
よりお手軽です。

ほとんど待ち時間なく
検査を受けられます。

結果は２週間以内に
郵送します。

予約・お問合せ先　
公立能登総合病院　健診部
ＴＥＬ：（０７６７）５２－８７１６

「このごろ、物忘れが気になる･･･」
　　「家族の認知症が気になる･･･」という方へ

　認知症は「年だからしかたがない」というものではありません。
　脳の病気ですから、他の病気と同様に、予防・早期発見・早期治療が重要です。
　当院では､「簡単な物忘れ相談のテスト」を“無料”で実施しています。
　ご希望される方は、主治医にご相談いただくか、下記日程を参考に、公立能登総合病院
健診部（２階）までお越しください。

日程：平成24年11月　毎週　木曜日　午前９時30分から12時00分まで

★対象は、おおむね65歳以上の方となっております。

★テストは、５分程度で終わります。
　ご自身やご家族が５年後も10年後も健やかに過ごせるように、ぜひ、この機会に物忘れ相談プログラム
のテストを受けてみませんか。

　お問合せ先：公立能登総合病院　精神センター　田辺・大谷
　　　　電話：（０７６７）５２－８７６０
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当院をご利用の皆さまの満足度向上のために

診療棟等増築工事及び売店棟増築工事の進捗状況
診療棟等増築工事について
　当院では、平成25年３月の完成を目指し、病院敷地北側において鉄骨
造地上４階建ての診療棟等増築工事を進めています。11月現在、鉄骨部
分がほぼできあがっており、工事全体の進捗率は約40%といった状況で
す。完成後は、透析室や内視鏡室が拡張整備され、狭くサービス面でご不
便をおかけしていた問題も解消いたします。

売店棟増築工事について
　平成24年12月中の完成を目指し、正面玄関１階前において鉄骨造平屋
建ての売店棟増築工事を進めています。完成後はコンビニエンスストアが
出店され、売り場面積が拡張され、当院をご利用の皆さまの利便性の向上
になると期待しています。なお、工事期間中においては、増築部分との接
続部分における解体作業による騒音・振動等の発生でご迷惑をおかけして
いることをお詫びするとともに、患者さま駐車場のスペースが少なくなっ
ていることから、外来患者さまをはじめとした当院をご利用される方々に
もご迷惑をおかけしておりますが、何卒ご理解とご協力をお願い申し上げ
ます。

診療棟等増築工事（10月19日撮影）

売店棟増築工事（10月19日撮影）
点線部分売店棟予定

住民に信頼される病院づくりを目指して　外来患者アンケート集計結果
　当院では、現状での患者さまの満足度を調査し、今後さら
に満足していただける病院づくりのため、外来患者さま及び
付添いの方を対象としたアンケートを毎年行っています。　
　今年も、７月10日（火）と11日（水）にアンケートを行い、
501名の方から回答をいただきました。その集計結果の一部
を報告します。
　おおまかな特徴としては、「診察までの待ち時間」「駐車場」
に対する改善を求める数値が、前年度よりやや改善されまし
た。フロアネージャーの配置や、地域の『かかりつけ医』の
紹介による地域医療連携の強化などが、待ち時間への不満の
改善に効果があったと思われます。また、駐車場増設の効果
も着実に出てきています。
　一方で、「言葉づかい・態度」や「病状・治療・検査内容
の十分な説明」等、接遇面に関して改善を望む声が若干多く
なりました。
　自由掲載のご意見は、132件から125件になり、７件減り
ました。職員の接遇や病院施設に関してのご意見だけではな
く、励ましや感謝の言葉も数多くいただきました。
　アンケートの集計結果を真摯に受け止め、患者さまがより
一層満足していただける病院になるよう、改善に向け取り組
んでまいります。ご協力いただきありがとうございました。

当院について「特に改善が必要である」と
思われる項目（複数回答可）

※その他には、身だしなみ、診断・治療機器、
　案内表示板のわかりやすさ、院内の清潔さ、
　看護ケア等が含まれます。



2012　66号　陽だまり� ６

知っ得 ナットク カラダのこと

インフルエンザに関するＱ＆Ａ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
？

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
方
法

と
し
て
は
、

①
流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

②
外
出
後
の
手
洗
い

③
適
度
な
湿
度
の
保
持

④
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

　
た
栄
養
摂
取

⑤
人
混
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控

　
え
る

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

も
し
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
？

　
具
合
が
悪
け
れ
ば
早
め
に
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
安
静
に
し
て
休
養
を
と
り
、
睡
眠
を

十
分
に
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
水
分

を
十
分
に
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
お
茶
や

ス
ー
プ
な
ど
飲
み
た
い
も
の
で
結
構
で

す
。

　
咳
・
く
し
ゃ
み
な
ど
の
症
状
が
あ
る

時
は
、
周
り
へ
う
つ
さ
な
い
た
め
に
、

マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
人
混
み

や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控
え
、
無
理
を

し
て
学
校
や
職
場
な
ど
に
行
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

治
療
薬
は
？

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
治
療
薬

と
し
て
は
、
左
記
の
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
が

あ
り
ま
す
。

①
タ
ミ
フ
ル

　
（
カ
プ
セ
ル
、
ド
ラ
イ
シ
ロ
ッ
プ
）

②
リ
レ
ン
ザ
（
吸
入
）

③
イ
ナ
ビ
ル
（
吸
入
）

④
ラ
ピ
ア
ク
タ
（
点
滴
）

 

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
効
果
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
症
状
が
出
は
じ
め
て
か
ら
の

時
間
や
病
状
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
、
使
用
す
る
・
し
な
い
は
医
師
の
判

断
に
な
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患

者
す
べ
て
に
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
が
必
要
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
？

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
ウ
イ
ル
ス
が

体
内
に
侵
入
後
数
日
の
潜
伏
期
間
を
経

て
、
発
熱
や
の
ど
の
痛
み
な
ど
の
症
状

が
引
き
起
こ
さ
れ
、
発
症
し
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

発
症
を
抑
え
る
効
果
が
あ
り
、
65
歳
未

満
の
健
康
成
人
で
は
70
～
90
％
の
発
症

予
防
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
高
齢
者
や
基

礎
疾
患
の
あ
る
方
で
は
肺
炎
な
ど
の
合

併
症
の
た
め
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
に
は
重
症
化
を
予

防
す
る
一
定
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
ワ
ク
チ
ン
は
打
て
ば
絶
対
に
か

か
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

重
症
化
を
予
防
す
る
効
果
も
100
％
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●先生●

小児科部長

和田 英男先生

当
院
時
間
外
外
来
で
は
、

院
内
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
っ

て
い
ま
す
。

❖
院
内
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
・
・
・

　
診
察
前
に
医
師
又
は
看
護
師
が
症
状
を

う
か
が
い
、
患
者
さ
ま
の
緊
急
度
を
判
断

し
、
よ
り
早
期
に
診
察
を
要
す
る
患
者
さ

ま
か
ら
優
先
し
て
診
療
す
る
し
く
み
で
す
。

　
診
察
は
受
付
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
院
内
ト
リ
ア
ー
ジ
の
実
施
基
準
を
定
め
、

見
直
し
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

・
院
内
ト
リ
ア
ー
ジ
の
実
施
に
つ
い
て
説

明
を
行
い
掲
示
に
て
周
知
し
て
い
ま
す
。

・
医
師
又
は
救
急
医
療
に
関
す
る
３
年
以

上
の
経
験
を
有
す
る
看
護
師
が
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

窓口受付

問　　診

院内トリアージ（判断）

診　　療
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い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
早
速
で
す
が
、
浜
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
様
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
浜
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
浜
野
西
病
院
と
共

に
医
療
法
人
財
団
愛
生
会
グ
ル
ー
プ
の
一

つ
で
す
。

　
昭
和
四
十
五
年
に
浜
野
病
院
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、
嶋
崎
先
生
が
三
代
目
、
飛
田

先
生
が
四
代
目
の
院
長
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
浜
野
西
病
院
の
津
向
町
へ
の
移

転
に
伴
い
、
浜
野
病
院
が
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
時
々
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
浜
野
ク
リ
ニ
ッ
ク

と
名
を
変
え
て
か
ら
も
、
同
じ
場
所
で
、

外
来
診
療
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　
主
な
診
療
内
容
や
特
徴
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
内
科
、
外
科
、
眼
科
、
胸
部
心
臓
血
管

外
科
、
整
形
外
科
の
診
療
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
七
尾
市
は
高
齢
の
方
が
多
い
地
域

で
あ
り
、
加
齢
に
伴
う
疾
患
に
は
概
ね
、

こ
こ
浜
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
一
か
所
で
も
対
応

が
可
能
な
診
療
科
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

眼
科
は
金
沢
医
科
大
学
病
院
か
ら
、
ま
た
、

胸
部
心
臓
血
管
外
科
は
金
沢
医
科
大
学
と

氷
見
市
民
病
院
か
ら
専
門
医
師
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。
眼
科
で
は
白
内
障
や
眼
瞼
下

垂
の
手
術
を
日
帰
り
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
検
査
機
器
に
つ
い
て
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
、

内
視
鏡
、
超
音
波
に
加
え
、
Ｃ
Ｔ
設
備
が

あ
り
、
大
き
な
病
院
へ
か
か
る
前
の
初
期

診
療
と
し
て
も
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
専
門
医
が

い
る
医
療
機
関
へ
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
休
診
日
が
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す

が
・
・
・

　
初
代
院
長
は
「
患
者
さ
ん
の
た
め
に
働

く
」
と
い
う
信
念
で
、
休
診
は
月
に
２
日

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
は
昔
の
よ

う
に
月
２
日
と
は
い
い
ま
せ
ん
が
、
初
代

院
長
の
考
え
を
引
き
継
ぎ
、
ま
た
、
当
ク

リ
ニ
ッ
ク
隣
の
デ
イ
ケ
ア
利
用
者
様
の

「
医
師
が
す
ぐ
そ
ば
に
い
る
と
安
心
」
と

い
う
声
も
あ
っ
て
、
週
６
日
は
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
（
診
療
科
に
よ
っ
て
は

休
診
日
も
あ
り
ま
す
）

　
当
院
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
ご
意
見
な

ど
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
月
１
回
の
投
薬
や
注
射
は
当
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
行
い
、
専
門
的
な
治
療
を
要
す
る
と

き
に
は
患
者
さ
ん
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

く
、
ま
た
、
能
登
病
院
で
の
治
療
が
終
了

し
た
後
は
、
一
通
り
の
科
が
揃
っ
て
い
る

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ

て
い
た
だ
く
。
そ
の
よ
う
な
行
き
来
が
も

う
少
し
あ
っ
て
も
い
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
今
後
、
さ
ら
に
能
登
病
院
と
の
連
携
が

多
く
な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
私
は
患
者
さ
ん
と
は
と
て
も
フ
レ
ン

ド
リ
ー
な
ん
で
す
よ
。
」
と
話
さ
れ
る
嶋

崎
先
生
か
ら
は
、
そ
の
穏
や
か
な
人
柄
が
、

ま
た
、
飛
田
先
生
か
ら
は
何
で
も
相
談
で

き
る
安
心
感
と
治
療
に
対
す
る
熱
意
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
嶋
崎
先
生
、
飛
田
先
生
、
お
忙
し
い
中

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　「
私
の
か
か
り
つ
け
医
コ
ー
ナ
」
で
す
。

　
今
回
は
七
尾
市
小
島
町
の
浜
野
ク
リ

ニ
ッ
ク
理
事
長
・
嶋
崎
鋼
兵
先
生
と
、
院

長
・
飛
田
研
二
先
生
を
お
訪
ね
い
た
し
ま

し
た
。

浜野クリニック
理事長　嶋崎 鋼兵 先生
院　長　飛田 研二 先生

明るい地中海ブルーの看板が目印



℡は外線番号　　　作業療法:１か月に１回　生田

●外来診療受付（平日の時間内）
一般診療受付　午前８時30分～午前11時30分
ただし、診療科によって　午前11時の科もありますので、ご留意ください。	 	 	 	 	 	 	
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外 来 診 療 予 定 表 (2012.11.1）

V
O
L.66/2012秋

受付 診察室
月 火 水 木 金

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
受付Ａ１

℡52-8702

外科１ 守　友

当番医

平　沼

当番医

牛　島

当番医

徳　楽

当番医

古　川

当番医外科２ 古　川 守　友 徳　楽 大学医
呼吸器外科(不定期）

外科３ 山　田
臨床腫瘍外来 牛　島 大学医

心臓血管外科

歯科口腔外科 長　谷

手　術

長　谷
特殊外来

手　術

長　谷
特殊外来

手　術

長　谷
特殊外来

手　術

長　谷

特殊外来歯科口腔外科 岡　宗 岡　宗 岡　宗 岡　宗 岡　宗

歯科口腔外科 高　塚 大学医 大学医 大学医 大学医

受付Ａ２

℡52-8702

整形外科１ 外　舘 伊　井 宗　廣 伊　井 外　舘

整形外科２ 宗　廣 中村（孝） 装具外来
14：00～15：00 中村（孝） 宗　廣 伊　井 装具外来

13：30～15：00

整形外科３ 中村（孝） 外　舘

リハビリ科 八幡（第４）
13：30～14：30

受付Ｂ１

℡52-8703
内科胃腸科 安　田 中村（勇） 中村（勇） 安　田 胃腸科担当医

皮膚科	１ 前　田
9：00～ 越　後

手術･検査
越　後 手術･検査 越　後 越　後

15：00～16：30 越　後
手術･検査

皮膚科	2 荒　井 荒　井
15：00～16：30 荒　井 水　野

9：00～
水　野

14：00～15：30 荒　井 荒　井

形成外科 山　城
(初診・再診)

杉　下
（初診） 手　術

13：30～15：30
予約診察
15：30～16：30
小学生～高校生

山　城
(初診・再診) →初診受付

10：30まで
手　術

13：30～17：00

山　城
(初診・再診)

手　術
13：30～17：00

杉　下
(初診・再診)

形成外科 杉　下
（再診）

山　城
（再診）

杉　下
（再診）

杉　下
（再診）

山　城
（再診）

美容外科 山城/杉下
14：00～16:：30 (第１のみ）

山城/杉下
14：00～16：30

受付Ｂ２
	
℡52-8703

内科１(初診) 泉　谷
初診

当番医

藤　岡
初診

当番医

田　治
初診

当番医

藤　岡
初診

当番医

中　島
初診

当番医

内科２ 藤　岡
（腎･高）

藤　岡
（腎･高）

遠　山
10：30まで

泉　谷
（腎･高）

内科３ 田　治
（糖尿病）

大　畑
（血内）

田　治
（糖尿病）

橋本（琢）
（甲状腺）

内科４ 横　山
（糖尿病）

村　本
（糖尿病）

横　山
（糖尿病）

中　島
（腎･糖）

村　本
（糖尿病）

循環器科 村　田 村　田 村　田 村　田 村　田

内科６(総合) 山　下
（循環器）

中　島
（腎･糖）

山　下
（循環器）

吉　村
（循環器）

山　下
（循環器）

受付Ｃ１
	
℡52-8704

神経内科１ 室　石
予約のみ

室　石
予約のみ

室　石
予約のみ

室　石
予約のみ

神経内科２ 高　橋
予約のみ

耳鼻咽喉科１ 坂　本
坂　本

14：30～16：30

坂　本
手術･検査

坂　本
坂　本

14：30～16：30

坂　本
手術･検査

坂　本
手術･検査

耳鼻咽喉科２ 大学医

受付Ｃ２
	
℡52-8704

脳神経外科１ 渡　辺 北　林 渡　辺 大学医

脳神経外科２ 橋本（正） 橋本（正） 北　林 橋本（正）
予約のみ

眼科１ 佐　伯
予約のみ 佐　伯

手　術
佐　伯

手　術
佐　伯 検　査 佐　伯

予約のみ

眼科２ 山　田 検　査 山　田 山　田 山　田
予約のみ 山　田 検　査

受付Ｄ１
	
℡52-8705

泌尿器科１ 南 手　術
入院検査

上　木 往診
検査処置
入院検査
他科回診

南 手	術
入院検査

上　木 ＥＤ外来
検査処置
入院検査
他科回診

南 手	術
入院検査泌尿器科２ 大学医

（初診）
南

（初診）
上　木
（初診）

大学医
（初診）

上　木
（初診）

小児科１ 池　野 福　田
１ヵ月検診

池　野 斉　藤
（心	臓）

福　田
当番医

池　野

小児科２ 岡　本 和　田 和　田 岡　本 和　田

受付Ｄ２
	
℡52-8705

産婦人科１ 大学医
（山口） 富　澤 １ヵ月検診 大学医

（柴田） 富　澤 大学医
（髙木）

産婦人科２ 富　澤 大学医
（藤田） 富　澤 大学医

（早稲田） 富　澤

精　　神
センター
	
℡52-6619

精神科１ 西　村 西　村 アルコール薬物依存外来
西　村 西　村

精神科２ 平　松 平　松 平　松 平　松 平　松

精神科３ 小　坂 小　坂 小　坂 三　邉 小　坂

精神科４ 佐　伯 佐　伯 佐　伯 佐　伯

外来化学療法点滴室 平　沼 牛　島 徳　楽 牛　島 守　友 牛　島 古　川 牛　島 牛　島 牛　島
救命救急センター 院内医師 後　藤 後　藤 後　藤 院内医師 院内医師 院内医師 院内医師 院内医師 院内医師
健診部 内科医師		 内科医師  内科医師		 内科医師		 内科医師 	
放射線科 　　月～金曜日の午前及び午後　　伊藤（月～金）・中村（月～金）・南（火）・高仲（木）放射線治療
核医学		 萱　野 滝

七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合

公
立
能
登
総
合
病
院
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